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図書紹介 『デザイ ン理論』33/1994

ArthurJ.Pulos,American .DesignEthic‐AHistoryofln-

dustrialDesignto1940‐,

TheMIT(MassachusettslnstituteofTechnology)Press;1983.441P.

吉村 典 子/京 都工芸繊維大学大学院博士後期課程学生

機械テクノロジー,電 子テクノロジーと20

世紀アメリカは,近 代から現代のデザイン史

に中心的テーマを提供 してきた。アメリカ ・

デザイン史研究の第一人者であるアーサー.

J.プ ー ロス氏 は,1970年 代 まで のア メ リ

カ ・デザインの歴史をこれまで2冊 の本に著

している。 そのうち一冊は,既 に 『現代 アメ

リカ ・デザイン史 一 スプーンか らジェッ ト

機 まで1940-1970-』 として邦訳出版 され

てい る(永 田喬訳,岩 崎美術社,1991年)。

本図書紹介では,も う一冊の1940年 までの歴

史 をまとめたAmericanDesignEthicを 取

り上げてみたい。

この本は,サ ブ ・タイ トルに 「1940年まで

のインダス トリアル、・デザインの歴史」 とあ

るように,マ シン ・エイジの全盛 とインダス

トリアル ・デザインが確立 してい く頃 までの

アメリカのデザインの歴史が細か く記されて

い る。 そして,こ うした歴史 を綴 る中で,

各々の時代 の,様 々な目的や要求 に応 じたデ

ザインが生 み出されてい くまでの方向性を明

かにす ることにより,本 書のタイ トルにある

「アメリカのデザイン精神」を浮かび上がら

せていこうとするものである。本書は,前 掲

の 『現代アメリカ ・デザイン史』 と併せて,

アメリカ ・デザインの歴史を知る上で基本的

参考図書 となるものと言 える。そして,特 に

本書に関 して興味深い点 は,17世 紀の植民地

形成時代か らの歴史が克明に記 されている点

であり,次 に示 した目次か らもわかるように,

20世 紀以前 の歴史に大半の章をついやしてい

る点である;

1.TheColonies(植 民 地 時 代)

2.TheYoungRepublic(新 興 共 和 国)

3.TheDemocracy(民 主 社 会)

4.TheAristocracy(貴 族 社 会)

5.TheNewCentury(新 世 紀)

6,TheMachineAge(機 械 時 代)

7.TheDesignDecade(デ ザ イ ン の 時代)

イ ン ダ ス トリア ル ・デザ イ ンの,特 に ア メ リ

カ の,と 言 えば,世 界 の 中 心 が ヨ ー ロ ッパ か

らア メ リカ に移 った と言 わ れ る20世 紀 に 焦 点

が 当 て ら れ が ち で あ るが,本 書 は,そ れ に至

る,時 代 的 に は い わ ば ヨー ロ ッパ 主 導 の 時 期

が 主 と な っ て い る。 この時 代 は一 見 して,ヨ

ー ロ ッパ の派 生
,分 派 で しか な い か た ち や ス

タ イ ル が 多 く観 察 で き る の で あ るが,そ れ が

つ く ら れ る デ ザ イ ン の 方 向 性 は,典 型 的 な

「ア メ リカ の か た ち 」 が 登 場 して くる20世 紀

の デ ザ イ ン活 動 と重 な り合 っ て い る。 つ ま り,

こ こに ア メ リカ の デ ザ イ ン精 神 の 原 点 を 見 る

こ と もで き る の で あ る。 ア メ リカ の 造 形 精 神

に対 して,ピ ュ ー リ タ ン の規 範 や,開 拓 精 神

は よ く取 り上 げ られ る点 で あ る が,そ れ 以 外

に ア メ リカ の 民 主 的 精 神 は,造 形 デ ザ イ ン に

大 き く関 わ る もの で あ り,本 書 全 体 を通 して

の 一 つ の キ ー ・ワ ー ド とな っ て い る。 そ して

その 精 神 が 如 実 に 現 れ て い る の が,20世 紀 に

至 る まで の 時 期 と言 え るで あ ろ う。 そ う した

ア メ リカ ・デ ザ イ ンの 出 発 点 を本 書 か ら読 み

取 る こ とが で き る 。以 下,簡 単 に 内容 を紹 介

す る こ と に した い 。

ま ず 第1章(TheColonies)で は,17世

紀 を 中心 と した 植 民 地 形成 時 代 の ピ ュー リタ

ンの 社 会 規 範 と と もに,環 境 や 生 活 を改 善 し

て い く中 で培 わ れ て い くア メ リカ の造 形 精 神
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を 示 し て い る。 第2章(TheYoung

Republic)は,独 立戦争か ら連合の時代,

そして合衆国が成立 してい く中で,ア イデン

ティティーを求めたものづ くりの動 きが示 さ

れている。第3章(TheDemocracy)は,

アメリカの造形精神の本質の一つである民主

精神が取 り上げれている。アメリカの自由 ・

平等主義 とその精神に基づき,19世 紀 を中心

とする産業革命 も,民 主的な生活様式の完成

に必要なもの として受け入れ られている。第

4章(TheAristocracy)は,産 業がつ くり

だすものと美的価値の問題である。 それに対

する様々な解釈 と方向性が取 り上 げられてい

る。 これは,産 業が進展するに従 って各国が

抱えた問題であるが,ア メリカの一つの改善

策が次章へ とつながっている。第5章(The

MachineAge)は,機 械時代の到来 と前章

の問題からインダス トリアル ・デザインが確

立 してい く様子が記されている。そして最後

の第6章(TheDesignDecade)で は,デ

ザインの繁栄の時代 についてであ り,流 線型,

摩天楼等の象徴的な 「アメリカのかたち」が

登場する。

以上のような流れで,本 書は住居や工場,

オフィス,農 場,道 路等の幅広い分野におけ

る様々なもののデザインを取 り上 げなが ら,

1940年 までのアメリカのデザインとその歴史

を網羅している。そして,各 章のはじまりに

は,そ の時代を象徴するような様々な人物の

言葉や文章を引用するというスタイルが取 ら

れてお り,各 々の時代精神を生 き生 きと伝え

ている。 さらに,300枚 を超 える写真や銅版

画,広 告,ド ローイング等 も加えられ,全 体

的に充実した図書 となっている。本書はこれ

までのアメ リカのデザインを把握する上で絶

好の資料 となるとともに,こ れからのデザイ

ンに対して も,多 くのことを示唆するものと

思われる。

最後に著者について簡単に紹介 してお くと,

アーサー ・プーロス氏 は,デ ザイナーとして

活躍 し,プ ーロス ・デザイン ・アソシエーツ

を設立している。 またニュー ヨーク州のシラ

キューズ大学でデザイン史研究に従事 し,デ

ザイン学部の学部長 も務 めた。その他 にもア

メリカのインダス トリアル ・デザイン協会の

会長 も務めている。現在,彼 は大学を退官し,

インダス トリアル ・デザインに関する展覧会

の監修等 を行っている。彼は,数 回来 日し,

日本通 としても知 られてお り,地 元で陶磁器

展の企画もした とい冒うことである。
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